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【方法】実験 1; 6週齢F344ラット80匹を 5群に分け、 G1. 2は、 O.05%BBNの8週間投与にてイニシ
エーションし、 1週間の休薬後、 2%あるいは0.2%bLF含有粉末飼料27週間投与した。 G3にはイニシエー
ション後、基礎飼料のみを28週間投与した。 G4は、 ssN無処置の後、 9週目より2%bLFを27週間投与し、
G5は、無処置群とした。実験開始36週にて屠殺した。実験 2: 6週齢F344ラット60匹を 2群に分け、
G 1.2はO.05%BBNの4週間投与し、 l週間の休薬後、それぞれ2%bLF含有粉末飼料及び、基礎飼料のみ
を4週間投与した。実験開始後9週にて屠殺した。
【結果】実験 1; G L. 2. 3においですべてのラットに腕脱腫揚が見られたが、 GIはG3と比較して
ラット l匹あたりの腫療の発生個数が有志に減少し、 G2も減少傾向を示した。腫療の最大割面におけ





















を2群に分け、 O.05%BBNを4週間投守ー し、 l週間の休薬後、 2%bLF含有粉末飼料、および基礎飼料のみ
を 4 週間投与した~ bLF投与群では、ウエスタンプロット法、 ELISA法において尿中にbLFが多量に検
出された。以ト、 bLFはBBN誘発ラット勝脱発癌において抑制効果を発揮し、それには尿中のbLFが関
与していることが強く示唆された。本研究はbLFが腸腕癌発生予防作用をホすことを実験的に明らかに
した点、で評価しうるものであり、ヒト癌の一次予防及び再発予防にも有用である可能性を不した。よって
著者は博ー十(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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